
世界を舞台にしたレーシング活動の先駆者
高橋　国光

〈2002年 殿堂入り〉

有望選手を探していた田中健二郎氏に認められ、その推薦を受け、当時グランプリ・レース制覇を目

であった。1950年代から国際レースに出場、1962年には東洋初の本格的レーシング・サーキットと
なる「スズカ サーキット」を完成させている。

クニさん

高橋　国光（たかはし　くにみつ）　主な戦績
（日本自動車殿堂　研究・選考会議）



1961年西ドイツGP（ホッケンハイム）にて
インコーナーのゼッケンNo.100のマシンが優勝した高橋国光

250ccクラスで優勝した高橋国光。
日本人が世界選手権レースで日の
丸を掲げたのは初めて

日産R380のレーシングカーと
高橋国光（1968年）

日産＆旧プリンス合同チームメンバーと。左か
ら大石秀夫、黒沢元治、北野元、高橋国光、横山
達、砂子義一（1967年）

高橋国光は37歳にしてF1GPに初参戦。マシン
は旧型のティレルだったが、日本人最上位の9
位でフィニッシュ（1977年）

日本のレースで大活躍した初代スカイラインGT-Rを駆る、No.6高橋国光とNo.8長谷見昌弘（1971年）

往年の名ドライバー達と。前列左より、星野一義、長谷見昌弘、松本恵二、鮒子田寛、中嶋悟、藤田直広、柳田春人、高橋国光、津々見友彦
（2003年）
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